
現地実行委員会

11・10 大阪国際会議場で会いましょう
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第39回日本高齢者大会 in おおさか
大会成功のための推進ニュース

まちから村からの連帯で 一人ぼっちの高齢者をなくそう

現地実行委員会事務局
事務局長 小寺重光
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参加目標を最後まで追求しましょう。会場を満席にしましょう。
９月５日（土）、おおさかグリーン会館２階会議
室にて、日本高齢者大会inおおさか第８回現地実行
委員会が開かれました。会議には畑中中央実行委員
会事務局長、織部現地実行委員会委員長、久家大阪
高齢期運動連絡会会長、近畿ブロック各府県代表、
各団体代表など２２人が集いました。
会議では、大会参加の取り組み状況、大会リーフ
レットの活用の促進、大会開催までのスケジュール
確認、出店予定団体の確定、協賛広告、全体会３０
０人の大合唱練習日確認と参加の促進、夜の交流会、

全体会・分科会・学習講座の準備進捗、第４学習講
座（補聴器）ヒヤリングループ設置（裏面詳細参照）、
大会速報の発行準備などが話し合われ、実行委員会
の仕事は大会開催日に向けて、着々と進んでいます。
大会まであと６４日（９月７日現在）です。参加
の第一次締切りが９月３０日です。10月２日には参
加者用の大会パンフレットが大阪年金者組合と近畿
ブロックの各府県に届きます。もちろん全国の都道
府県にも発送されます。
みなさんの、この２カ月間の奮闘をお願いします。



日本高齢者大会「補聴器」
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ピリテ‐ションについて

趨1齢による難力低下は譲にも遷こりうる身近な問題,補

懸器勘成の運動にも寄り添つてきた専門医とともに、耳

の仕組みと鑢聴器による1」ハピリテーションについて基

礎から学びましよう:

講師/申輔鳥恵:京都府立医科人事医:丁う

補聴器公的支援に向けた運動とともに

公共施設設置の運動にも取り組もう

ループ:'シァ,

日本補聴器工業会の 2020年 1月 29日開催された報告会での成沢理事長の話

ヒアリングループとは

磁気ループとも言います。難聴者の聞こ

えを支援する設備で、床にはわせたル

ープ状の専用アンテナを使って、マイク

の音を電気信号に変えて、直接補聴器

に届けます。ループ内側ではクリアな音

を聞くことができます。
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